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A. 研究目的 

 本研究班では、非介入の臨床研究として造血細

胞移植登録一元化データベース（TRUMP データ

ベース）を用いた後方視的解析が重要な役割を果

たす。本研究班で実施される後方視的解析の効率

と質を向上することを目的とした。 

 

B. 研究方法 

 解析を目的としたデータ構造への変換のため

に解析に用いる基本項目を定めそのデータ構造

を作成した。これに基づいた変数作成を実施した。

血縁者間造血幹細胞移植の HLA データは、入力

不備データの確認および修正を昨年度に引き続

き実施し、HLA 座の入力不備の修正、非血縁者

間移植においては各臍帯血バンクなどから提供

された HLA 情報の反映、および HLA 一致度判

定プログラムを作成した。 

2015年 1月に公開された第二世代TRUMPより、

web データベース化され、日本骨髄バンクや日本

赤十字社を介して臍帯血バンクのシステムとの

連携が実現した。これにより非血縁者間移植にお

ける HLA データの質は向上することが期待され

たがその確認を実施した。 

 

C. 研究結果 

 解析データセット構造および、HLA を含み他

変数の入力不備の修正も行った上での変数作成

スクリプトを、今年度データセット用に変更し、

日本造血細胞移植学会ホームページで公開した。

本スクリプトでは、血縁者間造血幹細胞移植の

HLA データは、HLA 座の入力不備の修正、非血

縁者間移植においては各臍帯血バンクなどから

提供された HLA 情報の反映、および HLA 一致

度判定まで一度に実施するスクリプトである。 

臍帯血バンクから提供される HLA データの確認

においては、レシピエント HLA のアリル情報が

約 6割において欠損していることが明らかとなっ

た。その原因として、臍帯血バンクにおいては、

連携できるシステム上でのレシピエント HLA 情

報は施設が臍帯血の申し込みを実施する際に入

力した情報のままとなっており、その後臍帯血バ

ンク内で実施される HLA 確認検査の結果の反映

がなされていない情報であることが確認された。 

 

研究要旨： 本研究班では、非介入の臨床研究として造血細胞移植登録一元化データベース

（TRUMPデータベース）を用いた後方視的解析が重要な役割を果たす。このデータベース

は、データ収集を目的としたデータ構造であり、解析を目的としたデータ構造への変換には

多くの手間を要する。本研究班で実施される後方視的解析の効率と質を向上することを目的

とし、解析データ構造の確定および変数の作成（HLAを含み他変数の入力不備の修正を含

む）を実施した。 



D. 考察 

 造血細胞移植登録一元化データベースは、他の

観察研究データベースと同様、継続的な新規症例

の登録および既登録症例の生存・疾患状況・晩期

合併症情報の更新が必要であり、常に変化し続け

ているデータベースである。さらに、調査項目も

研究の重要あるいは定義の変化などに応じて変

更し続けて行く必要がある。こういった living 

database における質の管理および質の高い研究

が行えるための統計解析におけるサポートは一

度行えば事足りるものではなく、継続的に集中し

て取り組まなければならない。また、スクリプト

の改善と公開のみならず、実際に使用できている

か、使用に問題がないかの実態調査も今後必要と

なると考える。 

骨髄バンクや臍帯血バンク情報との連携により、

データの質の向上が期待されたが、結果にあるよ

うに一部問題があることが判明した。 

 

E. 結論 

 造血細胞移植登録一元化データベースを用い

て本研究班で検討したい後方視的研究を実施す

るためのデータベース基盤整備を実施した。 
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